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Ａ．研究目的 
全身の線毛を可視化できるゼブラフィッシュを用いた

蛍光イメージング解析法を確立し、化学物質の線毛に

与える影響の分子基盤解析に応用すること。 

 
Ｂ．研究方法 
二光子励起顕微鏡を用いて全身の線毛を可視化でき

るゼブラフィッシュである Tg (ubb:Arl13bT35N-

EGFP)に、肝臓と腎臓の発がん性があり、線毛への影

響も報告されているオクラトキシン A を曝露し、線

毛の形態変化を解析した。 

（倫理面への配慮）該当なし。 

 
Ｃ．研究結果 
蛍光イメージングを用いて、ゼブラフィッシュの肝

臓、尿細管、腸管、脳など、様々な組織における線毛

の形態を解析する手法を確立した。この解析法を用

いて、オクラトキシン A 曝露による腎臓の線毛形態

変化を検出することができた。 

 
Ｄ．考察 
ゼブラフィッシュを用いて、化学物質の曝露による

線毛の形態変化を、様々な組織を対象に解析するこ

とができると考えられる。Tg (ubb:Arl13bT35N-

EGFP)を用いた全身の蛍光イメージングに加えて、

Arl13b抗体を用いた組織切片の免疫蛍光染色による

評価も可能であり、これらを併用することにより、

化学物質の曝露による線毛への影響をさらに詳細に

解析できると考えられる。 

 
Ｅ．結論 
ゼブラフィッシュを用いて、化学物質の曝露による

線毛の形態変化を、様々な組織において評価する手

法を確立した。この手法を用いて、化学物質が一次

線毛に与える影響の分子基盤を解析し、オルガノイ

ドやラットなどの化学発がんモデルにおける一次線

毛の影響評価に有用な情報を提供しうると考えられ

る。 
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研究要旨：本分担研究では、ゼブラフィッシュを用いて、化学物質の曝露による線毛の形態変

化を、様々な組織において評価する手法を確立した。この手法を用いて、化学物質が一次線毛に

与える影響の分子基盤を解析し、オルガノイドやラットなどの化学発がんモデルにおける一次線

毛の影響評価に有用な情報を提供しうると考えられる。 


